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近赤外光による生体イメージング 
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 波長がおよそ700~1000 nmの近赤外帯域の光は 

生体を構成する物質による吸収が少ないという特徴
を有しており、実験動物を対象とした顕微鏡観察や 
ヒトの拡散光計測など幅広い生体イメージングに  
応用されている。 

本講演では、近赤外光による生体イメージングの例
として、機能的近赤外分光法(fNIRS)によるヒト脳の
血行動態計測、二光子励起レーザー走査型顕微鏡
法(TPLSM)による実験動物の脳微小血管構造や  
赤血球速度の計測を中心に、演者のこれまでの研究
成果を交えつつ解説する。 


